
                                               

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                   

５月の予定  

1 水  

2 木 こどもの日集会 

  3 金 憲法記念日 

4 土 みどりの日 

5 日 こどもの日 

6 月 振替休日 

7 火 
４歳絵画指導 

避難訓練 

8 水 ５歳絵画指導 

9 木  

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 体育指導 

14 火 
３歳絵画指導 

４・５歳オルフ指導 

15 水 お誕生日会 

16 木 開園記念日 

17 金 ２・３歳オルフ指導 

18 土 親子遠足（４・５歳） 

19 日  

20 月 体育指導 

21 火 歯科検診 

22 水  

23 木 ５歳絵画指導 

24 金 ４・５歳オルフ指導 

25 土  

26 日  

27 月 
体育指導 

幼児身体測定  

28 火 
４歳絵画指導 

乳児身体測定 

29 水  

30 木 ３歳絵画指導 

３１ 金 ５歳一泊保育（～6/1） 

今月の目標 「手洗いをしっかり行おう」 

＜行事の紹介＞ 

★こどもの日（５月２日） 

 2～5歳児は幼児棟ホールに集まって集会を行います。 

製作した鯉のぼりの紹介や子どもの日の由来について 

お話します。 

 

★開園記念日（５月１６日） 
 今年度は 48 回目の保育園の誕生日です。皆で保育園のお祝いをしたいと

思います。 

 

★親子遠足（５月１８日） 

 バスに乗って葛西臨海公園へ！ 楽しい思い出を作りましょう！ 

 

★１泊保育（５月３１日～６月１日） 

 ３１日は上野動物園に出かけます。家族から離れてお友達と一晩保育園で

過ごします。 

ブランコと学びに向かう力 

先日、保育園の子ども達と一緒に公園に行った保育士から「今の子は、ブランコ

にちゃんと座れない。」という話を聞きました。座っても背中がまっすぐにならず、

丸くなってしまうそうです。そういえば、給食のときにも椅子にちゃんと座れず、

くにゃっとして椅子からずれてしまう児がいる、小学校へ行って椅子に座ってノー

トに文字を書いていても姿勢を維持できずに集中できない、という話を聞いたこと

もあります。身体を支える力、体幹がまだ育っていないと言うことでしょうか・・・。 

保育園で子ども達は“遊び”を通していろいろなことを学び身につけていきます。

思いきり遊ぶことで、体を支える力をはじめ、主体性、創造性、社会性、集中力、

道徳心、好奇心、危険予知能力・・・こんなものが育っていきます。欲張りのよう

ですが、たっぷり遊ぶことでこれらが育っていきます。そしてこれらの力が、小学

校へあがってからだけでなく、将来の自立には、欠かせないと考えています。 

ものの名前を知っている、文字が書ける、といった単なる「知識」は目に見える

のでわかりやすいですが、幼児期に大切なのは、「経験」から得られる知識や力。こ

れらをいわゆる『学びに向かう力』として意識して育てて生きたいと思います。 

佐瀬 裕子 

 

☆今年度も毎月、さくら組の子ども達の絵を掲載します。お楽しみに！ 

園HP 

令和６年５月１日発行  

～やまと保育園のお誕生日会～ 
保育園では毎月お誕生日会を実施しています。やまと保育園のお誕生日

会の特徴は、毎月さくら組さんが交代で司会を行う事です。司会の子はお

誕生日会の朝、放送でその月のお誕生日のお友達の名前を発表します。本

番に向けて司会の子は練習を重ね、お誕生日の子は自分の名前が放送で呼

ばれるのをとても楽しみにしています。放送が始まると、それぞれのクラ

スで子どもたちは静かに天井のスピーカーから聞こえる司会の子の声に耳

を傾けます。自分の名前が呼ばれると嬉しそうにニッコリ。お友達も、仲

良しの子の名前が聞こえてくるとうれしくなるようです。お誕生日会の日

の微笑ましい光景です。 

みんな自分のお誕生日会を待ち焦がれています。 

 

 今回は毎月行うお誕生日会についてご紹介しました。 

次号からは、クラスの様子を毎号１クラスずつお伝えする

予定です。お楽しみに！ 

 

やまと保育園の使命（ミッション） 

“子供の最善の利益（幸せ、喜び、育ち・・）”を最優先に考え、親と連携しながら一人

一人の子どもの成長を見守り、全職員と講師とのチームワークで充実した保育環境を整え

ます。そして、子どもの“自発的な遊び”を通して、豊かな心と生きていく力を育む保育

を目指し、親とともに“子育ての楽しさ”を感じあいます。 

 


